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　毎朝まいあさきまって、二羽わのうぐいすが庭にわへやってきました。

「お母かあさん、きょうもまた、うぐいすがきましたよ。」

　正しょうちゃんは、ガラス戸どから、こちらをのぞいていいました。

「餌えをさがしにくるのです。」と、お母かあさんは、おっしゃいました。

「母ははうぐいすと、子こうぐいすですね。」

「きっとそうでしょう。お山やまで生うまれた子供こどもをつれて、冬ふゆになったから里さとへきたのです。」

「かわいいな。」と正しょうちゃんは、見みていました。

　うぐいすは、赤あかい実みのなった枝えだに止とまったり、また常磐木ときわぎの間あいだをくぐったりして虫むしをさがしながら、チャッ、チャッと、いって鳴ないていました。

「ああ、もういってしまった。」と、正しょうちゃんがいいました。そのうちに、兄にいさんや、姉ねえさんが、学校がっこうから帰かえってきました。うぐいすの話はなしが出でると、

「明日あした、うぐいすをとってやろう。」と、兄にいさんがいいました。

「そんなことをするもので、なくってよ。」と、姉ねえさんが、いいました。

「上手じょうずに飼かうと、三月がつごろいい声こえで鳴なくぜ。」と、兄にいさんが、いいました。

　だまって、兄にいさんの話はなしをきいていた正しょうちゃんは、うぐいすをかごの中なかに入いれて、自分じぶんでかわいがって、飼かってみたくなりました。

「お兄にいさん、うぐいすをとっておくれよ。」と、正しょうちゃんは、頼たのみました。

「かわいそうだから、そんなことをしてはいけません。」と、お母かあさんが、おっしゃいました。

「じゃ、僕ぼく、はとを飼かってもらうよ。」

「いけません。」

「じゃ、犬いぬを飼かってくれる？」

　正しょうちゃんは、なんといっても、いうことをききません。

「よし、明日あした、うぐいすをとってやろう。」と、兄にいさんが、いいました。

「そんな約束やくそくをして、もしとれなかったら、また大騒おおさわぎですよ。」と、お母かあさんは、心配しんぱいなさいました。

「なに、僕ぼく、うまくとってみせます。」と、兄にいさんは、正しょうちゃんに、約束やくそくをしました。

　いよいよ翌日よくじつのことでした。兄にいさんは、虫むしをかごの中なかへ入いれて、うぐいすが、それを食たべに止とまると、上うえからふたの被かぶさるような仕掛しかけにして、これをつばきの木きの下したに置おきました。

　みんなが、忘わすれていた時分じぶん、

「うぐいすがかかっている！」と、正しょうちゃんが、叫さけびました。兄にいさんはすぐに飛とんでいって、とったうぐいすを別べつのかごの中なかに移うつしました。

「まだ、子供こどもだな。」と、小ちいさいうぐいすを見みながら、兄にいさんがいいました。

「かわいそうだから、逃にがしてやってよ。」と、姉ねえさんが、いいました。

「逃にがしちゃいけない。」と、正しょうちゃんが、ききません。

「おもしろいな、まだとれるぜ。」と、兄にいさんは、いまとったうぐいすに餌えを造つくってやってから、またつばきの下したへ、捕とりかごを出だしておいたのでした。

「なんで、そんなにとれるものですか。」と、お姉ねえさんが、いいました。そしてみんなが、ふろしきをかけた鳥とりかごを見みながら、かわいらしいなどと話はなしをしていると、また、ばたばたといって、ほかのうぐいすがかかったのであります。

　捕とりかごのところへ走はしっていった、兄にいさんが、

「大おおきい、母ははうぐいすだ。」と、いったときは、みんな、顔かおを見合みあわせて「まあ。」といって、ほかに言葉ことばが出でなかったのであります。独ひとり、正しょうちゃんだけは、うれしがって、

「二羽わ、いっしょにしておくといいね。」と、いっていました。

「ねえ、正しょうちゃん、子供こどもをさがしにきて、お母かあさんもかかったのですよ。もし正しょうちゃんが人ひとさらいにつれてゆかれて、それをさがしにいったお母かあさんもつかまったらどうしますか。」と、お母かあさんが、おっしゃいました。

「かわいそうだから、逃にがしてやろう。」と、すぐに、兄にいさんが、いいました。そして、正しょうちゃんも、また、お母かあさんの話はなしが、わかったとみえて、

「こんど、ほかのをとったら飼かってね。」と、いいました。

「さあ逃にがしてやりますよ。」

　兄にいさんは、みんなの前まえで、二羽わのうぐいすの入はいっている、かごのふたを開あけました。すると、みなさん、どちらが先さきに口くちから出でたと思おもいますか？　先さきに子こうぐいすが出でました。母ははうぐいすがその後あとから逃にげてゆきました。

「みんな、よく、いまのを見みて？」と、そのとき、お母かあさんが、感心かんしんしながら、子供こどもたちを見みておっしゃいました。


底本：「定本小川未明童話全集　10」講談社
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※表題は底本では、「子こうぐいすと母ははうぐいす」となっています。
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